
日

自然の美しさを生かし
観光都市づくりにつとめる。

肱川の流れや、その周囲をきれいにする。

道路や公園をととのえ、まちぜんたいを気持ちょ

くする。(大洲市民憲章)

固定資産税
保険税

20 昭和 50年 7月
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第 233号

市の人口(7月1日)

人口 38，344人
男 18.247人女

位帯数 ]0，487世帯
面積 240.93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集企画広報課

20，097人

(1) 

2期
l期

補

正

予

算

な

ど

決

ま

る

ji~:珍~:~母:~1窃勢委員議

ーコ

農
地
基
盤
整
備
費

四
千
八
百
八
十
一
一
一
万
七
干
円

道
路
整
備
費

一
億
六
百
六
十
八
万
四
千
円

下
水
路
整
備
費
三
百
五
十
万
円

於
閑
整
備
曲
目
二
千
八
百
二
十
万
五
千
円

コ

ス

お
川
凶
可
守
山
や
、
お
母
さ
ん
に
な
ら
れ

る
か
た
が
た
が
、
れ
娠
・
出
姥
・
育
児

な
ど
じ
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
与
一
身
に

つ
け
る
こ
と
は
、
ぷ
ち
り
ん
存
健
や
か

に
生
み
育
て
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
で

す。
ど
ん
な
時
に
何
亭
一
す
れ
ば
よ
い
か
を

自
分
で
考
え
、
そ
れ
が
実
行
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
次
の
と
お
め
母
向
学

級
卒
一
開
設
し
ま
す
O

M
め
て
川
町
阪
・
出
産
・
育
児
を
さ
れ

る
お
母
さ
ん
方
の
受
講
を
お
符
ち
し
て

い
ま
す
-
。

な
お
、
去
あ
五
月
に
開
講
レ
た
第
一

コ
ス
は
好
評
の
内
に
七
月
十
一
日
閉

講
し
ま
し
た
。

第
二
コ
ス
の
交
講
申
し
込
み
、
そ

の
山
山
詳
し
い
こ
と
は
市
保
険
街
牛
諜
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一

一

水

郷

大

洲

一
一
川
ま
つ
り
花
火
大
会

恒
例
の
川
ま
つ
り
花
火
大
会
が
、
八
月
三
日
肱
北
川
原
、
四
日
は
、
肱

南
川
原
で
行
わ
れ
ま
す
o
真
更
の
夜
空
に
豪
華
な
色
彩
、
光
と
音
の
競
演

を
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
な
お
川
ま
つ
り
花
火
大
会
の
行
事

は
次
の
と
お
り
で
す
。

|回 I ;f~ 2コース | HE 向1 J 云 jiT玉l 
: 1 I叩 2日(金): 13.0ト 15訪問講式川の生理 |産婦人科医|

.，//-J 1.4.11-< ¥...llL..1 任坊巾の保健 |栄養士 | 

2 I 9月26日(金)113.00-15.00 お産の準備・お産の経過|山科医 l 
f.--r :rr./，"'-1 /".， ，，'~'.-'F: -!歯科衛生上一

|3110月 9白木)1 9 OO~14.001 ~!~産婦の栄養 | | 
1/[1長"，刊の iイの衛生 l保健帰 1 

14110月24日(金)113.00-15.00' 山支の(，?，，(i:1t.剥主計画 |保健UrTJ

5 !山口{金)|1300~…赤ち中川児問講式|保健婦 ; 

昭
和
五
十
年

国

勢

調

査

に

い

て

てコム
一
年
の
十
月
一
日
に
は
、
全
国
い
っ

せ
れ
に
国
勢
調
査
が
J

胞
さ
れ
去
す
。

同
勢
調
台
は
、
国
内
に
什
い
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
て
、
一
人
一

人
、
も
れ
な
ノ
¥
調
査
す
お
肢
も
法
衣
的
な

統
計
調
査
で
す
。

我
が
国
の
国
勢
制
食
は
大
正
九
年
の

市
一
一
問
調
査
以
米
、
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
に
よ
っ
て
、
前
界
に
誇
り
得
る
立
派

一
な
成
果
を
収
め
て
お
り
、
今
回
の
圃
勢

一
調
査
は
、
第
十
二
回
目
に
当
た
り
ま
す

一
今
回
も
、
と
れ
ま
で
以
上
の
成
果
が

一
得
ら
れ
ま
す
よ
う
、
格
別
の
ご
協
力
を

一
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

12固30-

20.00-21.00 

六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月
三
十
日
一
よ
げ
ら
れ
ま
し
た
o

V
軽
扇
動
車
の
う

開
会
、
十
一
日
間
の
会
期
で
、
補
正
予
一
ち
、
三
輪
車
お
よ
び
二
輪
車
が
月
割
に

間

一

口

日

開

ト

ゴ

刊

訂

十

詔

一

品

オ

抗

日

間

詩

文

化

財

読

本

発

刊

慎
重
審
議
レ
て
七
月
七
日
に
閉
会
し
ま
一
じ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
o

V
保

険

こ

の

た

び

安

媛

県

文

化

問

保

護

協

会

し

た

。

一

税

の

時

間

一

舗

の

対

象

額

が

拡

大

さ

れ

ま

し

で

は

、

文

化

財

に

対

す

る

知

識

と

理

解

議
案
説
明
と
議
決
さ
れ
た
お
も
な
も
一
た

0

2

一
を
深
め
愛
護
精
神
高
揚
の
一
一
回
と
す
る

の

は

次

の

と

お

り

で

す

。

一

O

辺

地

に

か

か

る

公

英

施

設

の

総

合

一

一

一

た

め

文

化

財

読

否

伊

発

刊

レ

、

実

質

で

O

議

案

説

明

の

慨

要

一

整

備

計

画

園

一

一

一

頒

布

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

一

一

i

l

-

-

一

三

市
民
団
祉
の
向
上
の
た
め
、
市
民
総
一
山
品
川
で
香
川
に
も
、

γ、
化

的

一

一

計

有

問

削

m
m
二

一

一

主

一

購

入

希

望

者

は

八

早

日

ま

で

に

現

ぐ
る
み
の
協
調
と
和
を
も
っ
て
、
防
政
一
に
も
恵
ま
れ
な
い
地
域
を
対
象
と
し
て
一
一
一

Z

仏

L

1

一

↑

$

一

一

一

金

三

百

円

を

添

え

て

各

公

民

館

へ

申

し

危

機

の

打

開

、

健

全

財

政

を

維

持

し

な

一

公

共

施

設

の

整

備

充

実

を

図

り

、

平

た

一

一

号

一

日

相

応

部

一

一

一

一

一

一

込

ん

で

く

だ

さ

い

。

-

E

一仁
J

J

一
9

0

1

i

F

D

一
M
V

一

民

一

刊

誌

枯

れ

い

じ

一

泊

目

白

日

い

い

か

れ

い

一

額

一

引

町

引

引

一

一

「

り

j
o
l
i
t
H
i
l
l
i
-
-
i
i
i
!
;
!
;
t
f
y
t
t
f
L一相
談

ご

と

案

内

モ
の
量
を
図
り
、
格
差
の
な
い
市
政
一
円
高
道
七
か
所
、
集
会
所

4
2
7、
一

一

期

予

例

則

氏

問

一

↑

一

三

、

軍

ゃ

、

室

、

市

道

を

美

し

く

一

農

地

な

ど

に

雑

草

が

繁

茂

し

て

、

着

一

は

警

の

除

去

な

ど

管

理

を

十

分

し

て

一

交

、

通

事

故

相

談

日

の
推
重
し
て
い
き
ま
す

o

I
章
一
一
一
か
雲
一
一
一
か
年

r
fレ一
f
E
m
l
ω
問

一

郷

土

を

美

し

く

す

る

7ま
し

ょ

う

。

一

防

犯

な

ど

に

支

障

が

あ

る

の

で

所

有

者

一

く

だ

さ

い

。

一

8
月
1
日

mt時

O

市

税

条

例

の

一

部

改

正

一

ま

す

一

予

一

補

一

一

一

一

四

、

町

を

美

し

く

し

ま

し

ょ

う

。

一

1

一

8
月

初

日

ナ

地
方
裂
の
一
部
改
正
に
伴
い
大
洲
一

o
一

険

会

計

補

正

予

算

寸

一

釦

J
U
E
|一
一

運

動

の

輪

を

広

げ

上

う

一

五

、

遺

跡

ゃ

、

史

跡

な

ど

の

文

化

遺

産

一

み

ん

な

で

協

力

し

よ

う

ゲ

一

大

洲

市

宮

一

会

議

室

市
税
諮
問
の
一
部
を
改
正
し
、
V
市
民
一
補
正
領
は
、
一
夜
九
千
九
百
万
六
千
一
王
算
可

1

d

θ

7

一

一

一

を

大

切

に

し

ま

し

ょ

う

。

一

。

一

人

権

相

談

日

日

駐

日

開

日

明

日

れ

れ

一

日

計

十

ゴ

訪

日

日

開

γ
一

一

七

一

明

一

川

市

川

明

一

「

計

日

明

日

開

門

前

日

一

一

u
u長
引

け

日

子

九

一

六

十

日

計

u
u
u
uり
じ

り

一

「

夏

の

ゴ

ミ

処

理

」

一

U
M
M
M会
U
日
U
幻
自
社
協
議

で
任
用
さ
れ
る
一
万
長
期
譲
渡
研
得
に
一
り
ま
し
た
。
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
一
一

J
計

計

一

一

を

霊

的

に

す

、

ふ

る

さ

と

を

き

一

輸

を

広

げ

て

ぐ

だ

さ

い

。

一

し

ま

し

ょ

う

。

一

-

一

会

事

務

室

か

わ

時

間

町

村

山

一

次

れ

れ

わ

れ

れ

十

経

費

一

一

捌

一

世

間

時

計

一

く

問

主

目

下

一

一

日

目

九

日

は

い

と

の

日

目

刊

誌

詔

一

家

目

立

河

川

H
U
-
-引い
伝

説

話

一

心

配

時

間

回

目

時

主

張
予
に
か
か
る
M
ま

の

ま

引

き

一

一

一

士

ハ

十

ご

万

七

千

円

一

ー

ー

「

l
i
l
-
-一
の
強
調
月
間
で
す
つ
ま
ず
一
人
文
が
一
よ
ろ
。
?
と
予
定
し
て
い
支
す
か
ら
み
な
さ
一
分
の
多
い
ゴ
ミ
が
出
さ
れ
、
ゴ
ミ
の
量
一
生
し
喜
生
に
な
る
た
め
住
民
の
喜
一

8
月
日
日
ク

;
j
i
l
i
l
i
i
i
l
i
J
E
E
-
-
g
E
l
i
s
-
4
a
l
i
z
-
-
J
E
L
-
-
i、
支
男
」
ぎ
く
し
一
ん
の
ご
協
力
キ
長
煩
い
し
ま
す
o

一
も
憎
加
し
焼
却
炉
で
完
全
燃
焼
が
で
き
一
も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
o
衛
生
的
で

2
8
5
9

ま
H
U
-つ
0

1

1

!

一
芸
、
宅
由
造
成
地
円
放
置
や
深
一
ず
、
市
で
は
大
変
困
っ
て
お
り
ま
す
o

一
潔
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
次
の
こ
と
に
一

8
月
お
日
夕

第

ニ

コ

ー

ス

母

親

学

級

開

設

一

一

一

室

長

力

く

だ

さ

い

o

一
回
大
洲
会
高
社
会
福
祉
協
議

一
、
ゴ
ミ
は
十
分
水
分
を
き
っ
て
、
必
一
会
事
務
室

好

評

だ

た

第

ず

袋

な

ど

に

人

れ

て

コ

ミ

が

立

し

一

家

覧

童

相

談

日

な
い
よ
う
口
を
か
た
く
締
り
、
定
め
一
毎
日

8
時
半

i
げ
時

ら
れ
た
山
集
日
に
収
集
車
が
来
る
前
一
た
だ
レ
、
土
曜
日
は
8
時
半
ー

に
収
集
場
所
に
出
出
し
て
く
だ
さ
い
。
一
口
時
、
日
曜
、
祝
日
は
休
み

一
一
、
五
窃
一
(
ガ
ラ
ス
わ
れ
、
均
十
一
ン
一
ま
す
。

等

)

は

司

燃

物

と

区

別

し

て

不

燃

物

一

市

福

祉

事

務

所

収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
一

lili--lil--

ニ
一
、
ゴ
ミ
同
州
場
ヘ
直
接
燃
え
る
ゴ
ミ
一
税
務
大
学
校
学
生
(
税

を

哲
Jζ

ま
れ
る
場
合
は
、
午
後
一
一
務
職
員
)
募
集

時
か
ら
一
問
問
ま
で
に
お
願
い
い
た
し
一
一
、
受
験
資
格

ま

す

。

一

昭

和

三

十

年

四

月

二

日

か

ら

昭

夏

季

大

学

の

一

坦

叶

一

昨

日

目

訪

れ

ご

案

内

一

挙

程

度

。

夏
季
大
学
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
一
二
、
申
込
書
受
付

ま
す
の
で
。
匁
抑
制
ご
参
加
わ
た
だ
き
ま
一
昭
和
五
十
年
七
月
+
六
日
か
ら

す
よ
う
と
察
内
い
た
し
ま
す
。
一
昭
和
五
十
年
七
月
二
十
九
日
ま

記

一

で

。

日
時
八
月
九
日
(
土
)
一
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
人
事
院
高

午
後
一
時
三
十
分
t
四
時
一
松
事
務
局
・
高
松
国
税
局
@
文
は
大
洲

会
場
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ル
一
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

11‘00-

8.00-

19.30~ 

14.00 

終日

犬訓i球場ほか

住吉神社

大洲球場ほか

肱川両岸

市民会館前

!広北

会館

川原

市民

(土〉

8月3日(日)
神 事

職域野球大会

かがり火燃やし

デキシーランド
ジャズ演奏会

つつじまつり写生大会
の展示会

ぷ入
コミ

8月4日 (月)

職域野球大会

8月2日

大火イi二

大洲市の人口ピラミッド

11(1相45'1 '.1 同勢~I，~Jft tt!;米

9.00-

12.00-

19ω30-

20.00-21.00 

講
師
及
び
演
題
映
画
監
督
大
島

渚
「
映
画
、
テ
レ
ピ
、
女
性
」

震
媛
新
聞
編
集
局
長
松
下
功
「
へ

ん
な
世
の
中
」

な
お
、
入
場
券
は
地
区
m
公
民
館
又
は

社
会
教
育
団
体
で
、
お
求
め
く
だ
さ

い。主
催
変
緩
県
教
育
委
員
会
・
大
洲
市
教
育

委
員
会
図
愛
媛
新
聞
社

終日

ノf';J 卜イン
ノぞラダイス

会館

川原

両岸

市民会館前

IU;南

民

川

市

肱
3

トーヌテ
ム
ナ
ム
ム
ー

ン

大

示

コ

生

展

王

し

写

の

会

女

や

り

の

燃

つ

洲

り

火

ま

大

つ

り

じ

ス

ま

が

つ

ミ

川

か

っ

ノfットノマソトコ勺レフ

大火花

500 400 300 400 500 



検
診
そ
の
他
、
立
レ
い
こ
と
に
つ
い
一
ま
す
。

て
は
保
険
尚
生
説
、
又
は
連
絡
所
へ
お
一
こ
の
た
め
今
回
の
運
動
の
重
点
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
度
休
み
中
に
お
け
る
こ
ど
も
の
事
故
防

l

i

l

i

-

-

一
止
と
暴
走
等
護
運
転
の
一
課
で
す
。

今
年
も
夏
一
な
お
、
安
全
運
転
の
た
め
に
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陪
席

h
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季
交
通
事
故
一
ペ
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の
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用
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、
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輪
車
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棄

「
防
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一
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ぶ
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選
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た
め
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言
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で
交
通
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し
ま
し
ょ

一

炉

型

i

け

土

ハ

日

か

一

千

三

一

龍

護

山

は

大

洲

蒋
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加

藤
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口
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岡
山
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仁
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光
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濃
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岡

市

鶴

刊

誌

立

ヴ

ヨ

パ

、

(

山

一

目

前

紅

白

日

立

一

で

日

間

目

白

川

町

民

主

制

刊

誌

j
一

番

iι
十

山

一

日

計

百

九

日

日

時

h
h
y

合
検
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叩
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検
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結
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台
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検
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も
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司
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憶
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献
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、
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一
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、
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、
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者

の

父
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改

正

に

よ

っ

て

新

た

に

喜

年

金

量

一

合
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妹

き

の

う
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の
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人

に

罰

弔

慰

一

救

急

法
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講

習
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一
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次
の
よ
う
な
妻
、
林
業
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機

ョ
一
同
一
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1
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1
壮
一
民
生
二
に
持
別
脅
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
一
族
給
与
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
た

l
i
z
-
-金が支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
一
会
開

t

一
電
話
番
号
の
訂
正
一
械
を
使
用
す
る
場
合
、
免
税
措
置
に
よ

一

転

久

多

須

一

L
F一
ノ

血

l

こ

な

り

ま

し

た
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す

一

業

務

従

事

者

で

あ

っ

た

者

の

妻

、

子

一

月

七

日

か

ら

昭

和

土

ハ

年

士

一

月

七

一

の

で

、

該

当

者

は

、

で

き

る

だ

け

早

く

一

一

一

り

、

そ

の

燃

料

(

軽

油

)

が

安

く

購

入

l
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旦

田

川

平

南

背

蔵

大

柳

新

二

八

十

三

結

成

初

水

T例
L
こ
の
該
当
君
、
昨
年
の
霊
法
の
一
幸
を
亡
く
し
て
身
寄
り
の
な
い
戦
没
一
思
議
没
者
遺
族
で
、
昭
和
五
十
一
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
一
大
州
小
学
校
r
T
A
で
は
、
誌
の
一
さ
六
月
+
日
付
で
配
布
し
た
、
「
一
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
o
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一
者
の
父
母
や
出
父
母
で
す
o

-

年
四
月
一
日
に
お
い
て
八
ム
務
挟
憲
一
な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
福
祉
事
務
所
一
シ
l
ズ
ジ
喜
に
水
に
よ
る
事
放
を
防
一
タ
ム
か
ら
水
を
流
す
と
き
」
の
絵
入
り
一
一
、
動
力
替
え
機
。
そ
の
他
の
轡
つ

一
区
傷
病
者
の
妻
に
十
万
円
(
第
二
一
言
受
け
る
遺
肢
が
い
な
い
場
合
。
一
へ
お
習
い
合
わ
せ
く
だ
さ
ρ
。
一
止
し
ょ
っ
と
、
七
月
十
日
、
午
後
一
止
を
フ
シ
の
、
建
設
省
大
型
車
需
一
ん
整
問
機
械
・
栽
培
管
理
用
機
械

布
目
昭
和
三
+
八
年
に
単
一

l
第
五
款
症
は
五
万
円
)
一

I
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
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す
ら
京
小
学
校
で
憲
法
喜
一
言
一
言
宗
誤
っ
て
い
た
の
で
訂
正
一
語
調
整
機
械
。
縞
物
繊
維
用
機
械
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目
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四
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問
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積
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、
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4
に
つ
い
て
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模
型
一
ま
ご
こ
ろ
銀
行
一
免
税
措
置
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方

者
な
ど
多
数
の
出
席
を
得
て
、
上
須
戒
す
し
て
く
だ
さ
い
。
一
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
の
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っ
た
も
の
で
す
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て
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技
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問
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を
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を
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さ
い
。
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近
問
題
と
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そ
の
当
時
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ろ
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ろ
な
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で
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求
も
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体
と
し
て
、
蓄
を
受
け
ま
し
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。
一
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を
す
す
め
て
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ま
し
た
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人
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一
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十
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一
日
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洲
税
務
署
が
完
成
し
、
七
月
二
十
三
日
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が
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運
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月
一
五
万
円
(
重
一
返
し
)
一
体
留
の
議
愚
鯵
繍

一
に
特
別
給
付
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継
続
三
十
万
円
(
国
債
一
業
の
広
域
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と
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運
営
管
理
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一
(
水
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か
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一
何
時
む
よ
び
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号
は
次
の
と
一
身
一
万
の
わ
か
ら
な
い
無
縁
仏
に
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い
一
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洲
市
語
新
川
喜
八
郎
一
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幻
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④
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な
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が
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い
ま
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は
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話
弔
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金
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+
万
円
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一
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土
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改
一
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桝
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八
九
(
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書
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不
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の
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も
多
く
の
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身
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一
十
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円
(
香
典
返
し
)
一
ゾ
げ
げ

7

7

一
で
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
一
高
度
集
約
農
業
地
帯
の
開
発
、
農
業
生
一

1
1
1
1
1
1
i
l
l
-
-

一
し
出
し
、
家
族
へ
引
渡
す
た
め
、
警
察
一
大
別
市
田
口
神
田
芳
彦
一
ク
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日
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県
予
防
医
学
協
会
の
同
信
道
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一
一
一
旦
一
一
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日
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一
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整
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職
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一
救
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一
で
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日
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0
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、
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一
診
療
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前
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時
半

1
2
6時

一
族
が
死
亡
な
ど
で
だ
れ
も
い
な
い
場
一
ど
の
実
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
一
中
央
病
院
は
、
救
急
医
療
を
符
っ
て
一
家
出
入
を
さ
か
す
運
動
月
間
と
し
て
お
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
一

叶
斗

4
4村
叫
割
l
制

ら

守

り

ま

し

ょ

う

(2) 日20 

健

藤

管

理

は

ま

ず

診

か

ら
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(
|
む
ね
)
、
五
代
必
柿

(
Iは
る

)
六
代
表
術
ヘ
l
み
ち
)
、
七
代

泰
武
、
八
代
泰
行
、
九
代
一
泰
候

(
l

と
き
)
、
十
代
泰
済
、
十
一
代
泰
幹

(
lも
と
)
、
十
二
代
泰
社
(
と

み
)
な
ど
十
四
人
の
肖
像
画
で
す
。

こ
れ
ら
画
像
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御

年
忌
ゃ
、
毎
年
夏
の
御
施
餓
鬼
に
は

掲
げ
て
供
養
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真

の
な
い
時
代
に
は
故
人
の
姿
を
不
朽

に
と
ど
め
る
た
め
、
間
工
に
そ
の
肖

像
画
を
拙
か
せ
ま
し
た
。
十
四
隔
の

画
像
は
賛
記
そ
の
他
か
ら
み
て
、
多

大
洲
市
指
定
有
形
文
化
財

大
洲
藩
主
加
藤
家
歴
代
画
像
(
十
四
幅
)

所

ト

何

者

大

洲

市

西

山

収

龍
一
占
山
中
間
渓
院

決
院
と
祢
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
ん
附

設
山
に
繕
モ
代
々
の
画
像
か
T

八
切
に

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
o

画
像
は
胎
出

光
泰
、
城
主
初
代
貞
泰
、
二
代
泰

興
、
恭
一
議
、
三
代
J

中
旬
、
四
代
泰
杭

く
は
没
後
一
周
忌
内
に
出
か
れ
た
も

の
で
し
ょ
う
。

画
技
に
巧
み
で
あ
っ
た
泰
術
公
が

模
写
し
た
光
泰
像
の
外
は
、
い
ず
れ

も
画
家
は
不
明
で
す
が
、
当
時
の
狩

野
派
の
絵
師
と
思
わ
れ
ま
す
。
絵
の

形
式
手
法
は
、
類
型
的
な
も
の
で
、

ほ
と
ん
ど
が
画
面
の
長
さ
一
メ
ト

ル
余
り
隔
0
・
四
五
メ
ー
ト
ル
程
で

縦
長
の
岡
田
の
下
方
に
青
い
上
畳
の

上
に
ほ
う
衣
を
着
け
、
盛
装
し
た
東

川
情
姿
に
定
紋
付
で
阿
川
刀
し
、
斜
右
向

き
の
閣
は
似
松
風
に
よ
く
特
徴
を
川

ぎ
出
し
て
い
ま
す
。

大
州
の
文
化
特
に
躍
州
政
期
の
政

治
、
経
済
‘
産
業
、
学
問
は
す
べ
て

滞
主
を
中
心
と
し
て
学
展
し
た
も
の

で
、
位
認
山
が
歴
代
溶
主
の
閣
像
を

保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
原
史
的

に
も
か
画
史
の
上
か
ら
も
、
ま
た
美

術
作
品
と
し
て
も
価
値
の
高
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。
市
教
育
委
員
会

国
家
公
務
員
中
級
試

験
受
験
者
な
ど
募
集

人
事
院
で
は
、
短
期
大
学
卒
業
程
度

の
国
家
公
務
員
中
級
試
験
受
験
者
の
募

集
と
、
高
校
卒
業
程
度
の
皇
宮
議
衛
官

及
び
入
国
警
備
官
の
募
集
を
し
て
お
り

ま
す
。受付
期
間

国
家
公
務
員
中
級
試
験

八
月
二
十
七
日
か
ら
九
月
五
日

U
自
殺
衛
官
及
び
入
国
磐
備
官

八
月
二
十
二
日
か
ら
九
月
十
一
日

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
人
事
院

山
国
事
務
局
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

守
七
六
C

高
松
市
松
島
町
一
丁
目
一
七
の
三
三

電

話。八
七
八
!
一
二
一

l
四
七
六
五

写
真
は
、
円
明
院
加
藤
泰
関
商
品
開

た
ば
こ
は

市

内

で

買
い
ま
し
ょ
う

軽
油
が
安
く
購

入
で
き
ま
す


